
平
成
30
年
12
月
10

日
付
、
厚
木
航
空
基

地
隊
司
令
を
拝
命
し
、

海
上
幕
僚
監
部
か
ら

着
任
い
た
し
ま
し
た

榧
森
１
佐
で
す
。
大

和
市
自
衛
隊
協
力
会

の
皆
様
に
は
、
平
素

か
ら
自
衛
隊
の
任
務

遂
行
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

航
空
基
地
隊
は
飛
行
場
や
建
物
の
維
持
管
理
、
基
地

警
備
、
航
空
管
制
、
契
約
や
経
理
、
隊
員
の
福
利
厚
生
、

健
康
管
理
等
の
多
様
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
航
空

基
地
隊
司
令
の
職
が
２
度
目
と
な
る
勤
務
経
験
を
生
か

し
、
厚
木
航
空
基
地
の
隊
員
と
と
も
に
努
力
す
る
所
存

で
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大
和

市
自
衛
隊
協
力
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

１
月
20
日
付
、
航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊
司
令
を
拝

命
し
、
第
5
航
空
群
司
令
部
（
那
覇
）
か
ら
着
任
い

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
海

上
自
衛
隊
に
対
し
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
平
成
30
年
12
月
20
日
付
、
海
上
幕
僚
監
部
か

ら
着
任
い
た
し
ま
し
た
園
田
で
す
。
厚
木
航
空
基
地
勤

務
は
若
か
り
し
頃
、
第
51
航
空
隊
、
そ
し
て
前
回
は
平

成
24
年
に
航
空
集
団
司
令
部
幕
僚
長
と
し
て
勤
務
し
て

以
来
、
久
し
ぶ
り
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

近
年
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化

に
応
じ
、
我
々
の
活
動
範
囲
も
徐
々
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
肌
身
で
感
じ
る
中
、
海
上
航
空
を
一
手
に
担
う

航
空
集
団
司
令
官
の
任
に
就
い
た
こ
と
は
、
誠
に
光
栄

で
あ
る
一
方
、
身
の
引
き
締
ま
る
重
責
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会

の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
着
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
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航
空
集
団
司
令
官

海
将　

園そ
の

田だ

　
直な

お

紀き

た
し
ま
し
た
山
形
で
す
。

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会

の
皆
様
に
は
、
平
素
か

ら
自
衛
隊
の
任
務
遂
行

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

厚
木
勤
務
は
、
約
3

年
前
に
51
空
副
長
と
し

て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
以
来
５
度
目
の
勤
務
で

す
が
、
多
様
化
す
る
任
務
に
対
応
す
る
べ
く
、
日
々
の

職
務
に
邁
進
し
、
部
隊
の
精
強
、
即
応
の
維
持
に
寄
与

し
て
い
く
よ
う
取
り
組
む
所
存
で
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大
和

市
自
衛
隊
協
力
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
31
年
１
月

9
日
（
水
）、
海

上
自
衛
隊
第
４
航

空
群
（
群
司
令
：

金
嶋
浩
司　

海
将

補
）
は
、
新
年
の

幕
明
け
に
際
し
、

今
年
１
年
の
飛
行

安
全
を
祈
願
し
て

初
訓
練
飛
行
を
実

施
し
た
。

海
上
自
衛
隊
第

４
航
空
群
は
、
厚

木
航
空
基
地
に
所

在
し
、
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ

－

１
を
所
有
す
る
部
隊
で
あ

り
、
日
本
周
辺
の
警
戒
監
視
等
の
任
務
に
従
事
し
て
い

る
。第

４
航
空
群
司
令
は
、
前
日
8
日
（
火
）
に
行
っ
た

年
頭
訓
示
に
お
い
て
「
ひ
と
た
び
航
空
事
故
を
生
起
さ

せ
れ
ば
、
隊
員
の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
ば
か
り
で
は
な

（1） 平成31年3月31日発行第　57　号
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平
成
30
年
10
月
18
日
（
木
）、
厚
木
航
空
基
地
内
体

育
館
に
お
い
て
、
基
地
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ

た
。基

地
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
は
、
横
須
賀
地
区
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
大
会
の
厚
木
基
地
代
表
チ
ー
ム
の
選
考
の
た
め

行
わ
れ
る
も
の
で
、
さ
ら
に
横
須
賀
地
区
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
が
、
横
須
賀
地
区
代
表

と
し
て
海
上
自
衛
隊
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会（
全
国
大
会
）

へ
出
場
す
る
。

も
ち
つ
き
大
会

平
成
30
年
12
月
５
日
（
水
）、
厚
木
航
空
基
地
内
体

育
館
に
お
い
て
、
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
た
。

も
ち
つ
き
大
会

は
、
厚
木
基
地
内
の

部
隊
に
所
属
す
る
米

軍
人
と
そ
の
家
族

に
、
日
本
の
文
化
を

紹
介
す
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
毎
年
多
く
の
米

軍
人
と
そ
の
家
族
が

9
月
28
日
（
金
）
～
29
日
（
土
）
当
協
力
会
大
髙
会

長
以
下
20
名
の
会
員
は
、
基
地
研
修
と
し
て
千
葉
県
館

山
市
に
あ
り
ま
す
海
上
自
衛
隊
第
21
航
空
群（
群
司
令
・

海
将
補 

小
俵 

和
之
）
へ
伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

第
21
航
空
群
は
、
護
衛
艦
に
搭
載
す
る
哨
戒
ヘ
リ
Ｓ

Ｈ

－

60
Ｊ
・
Ｓ
Ｈ

－

6
Ｋ
及
び
災
害
派
遣
等
で
大
活
躍

し
て
い
ま
す
救
難
ヘ
リ
Ｕ
Ｈ

－

60
Ｊ
を
運
用
す
る
部
隊

館
山
基
地
研
修
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
　
青
木
　
俊
太
郎

で
す
。

当
日
１
日
目

は
、
朝
８
時

に
大
和
駅
を
貸

切
バ
ス
に
て
出

発
、
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
を

経
由
し
て
館
山

基
地
へ
向
か
い

ま
し
た
。
基
地

到
着
後
は
、
早

速
に
み
ん
な
が

楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
金
曜

日
恒
例
の
海

軍
カ
レ
ー
の
昼
食
会
（
と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
で

す
！
）、
そ
し
て
司
令
部
庁
舎
の
大
会
議
室
に
て
、
広

報
室
長
の
川
畑
3
佐
よ
り
館
山
基
地
の
歴
史
や
現
状
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
Ｓ
Ｈ

－

60
Ｊ
型
操
縦
訓
練
装
置
で
は
、
全

員
が
実
際
に
機
長
席
へ
着
席
し
、
館
山
飛
行
場
で
の
離

陸
か
ら
着
陸
ま
で
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
Ｃ
Ｐ
席
の
教
官
の
お
か
げ
も
あ
り
な
ん
と
か
無

事
に
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

基
地
研
修
の
最
後
は
、
館
山
基
地
資
料
館
の
見
学
で

し
た
。
広
報
室
の
児
玉
准
尉
、
畔
柳
士
長
に
よ
る
ガ
イ

ド
に
よ
り
（
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
お
も

し
ろ
い
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
！
）、
館
山
基
地
の
発
足
か

く
、
海
上
自
衛

隊
に
対
す
る
国

民
の
信
頼
を
失

う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
航

空
無
事
故
へ
の

想
い
を
新
た
に
、

本
年
も
最
大
限

の
努
力
を
継
続

し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
す
べ

て
の
業
務
は
航

空
無
事
故
に
通

ず
、
と
い
っ
た

認
識
を
持
っ
て
各
業
務
に
当
た
っ
て
い
こ
う
。」
と
述

べ
、
安
全
確
立
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

当
日
の
空
は
、
今
年
１
年
の
飛
行
開
始
を
祝
う
か
の

ご
と
く
澄
み
渡
り
、
訓
練
空
域
で
は
く
っ
き
り
と
し
た

富
士
山
を
望
む
こ
と
が
出
来
た
。

訪
れ
る
。

当
日
は
４
空

群
司
令
（
金

嶋
浩
司　

海
将

補
）
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
の

後
、
鏡
開
き
が

行
わ
れ
、
そ
の

後
来
賓
に
よ
る

も
ち
つ
き
が
行

わ
れ
た
。

当
日
は
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
優
勝
し
た
第

４
整
備
補
給
隊
チ
ー
ム

と
、
準
優
勝
の
厚
木
航
空

基
地
隊
チ
ー
ム
が
、
横
須

賀
地
区
大
会
へ
の
切
符

を
手
に
し
た
。

（
追
記
：
横
須
賀
地
区
大

会
で
は
、
第
４
整
備
補
給

隊
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
へ

と
勝
ち
進
ん
だ
が
、
下
総

基
地
代
表
チ
ー
ム
に
Ｐ
Ｋ
戦
で
敗
れ
、
惜
し
く
も
全
国

大
会
出
場
は
な
ら
な
か
っ
た
。）

（2）平成31年3月31日発行 第　57　号

基
地
ハ
ン
ド
ボ
ー
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会
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ら
現
在
ま
で
の
歩
み
を
し
っ
か
り
勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
！

基
地
研
修
終
了
後
は
、
夕
刻
よ
り
第
21
航
空
群
（
小

俵 

和
之
群
司
令
以
下
9
名
）
、
館
山
市
自
衛
隊
協
力

10
月
20
日
（
土
）
に
厚
木
基
地
内
米
軍
施
設
の
ゴ
ル

フ
場
に
て
、
毎
年
恒
例
の
当
協
力
会
の
ゴ
ル
フ
大
会

（
２
０
１
８
）
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
三
沢

副
会
長
、
吉
川
理
事
、

松
本
理
事
以
下
12
名

の
参
加
で
し
た
。

快
晴
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
皆
さ

ん
気
持
ち
よ
く
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

食
事
会
は
、
ゴ
ル

フ
場
内
の
レ
ス
ト
ラ

会
（
松
本 

良

弘
事
務
局
長
以

下
５
名
）
、
館

山
ボ
リ
ュ
ー
ム

会
（
丸 

淳
一
監

事
・
平
嶋 

守
道

監
事
）
の
皆
様

と
の
意
見
交
換

会
を
海
の
湯
宿

「
花
し
ぶ
き
」

で
開
催
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
会

で
は
、
協
力
会
の
あ
り
方
、
今
後
の
活
動
予
定
や
会
の

現
状
等
に
つ
い
て
と
て
も
実
り
の
あ
る
有
意
義
な
お
話

が
で
き
、
１
日
目
が
終
わ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
房
総
半
島
の
最
南
端
野
島
崎
に
立
つ
野

島
埼
灯
台
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
観
光
し
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
協
力
会
活
動
の
中

で
自
衛
隊
や
隊
員
を
大
事
に
思
う
こ
と
、 

交
流
を
通
じ

て
「
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
」
の
大
切
さ
を
お
話
し
て

頂
き
我
々
の
地
元
で
も
各
関
係
団
体
と
の
交
流
は
大
切

な
事
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
度
の
研
修
に
あ
た
り
、
お
忙
し
い
中

に
も
関
わ
ら
ず
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
館
山
市
自

衛
隊
協
力
会

様
、
館
山
ボ

リ
ュ
ー
ム
会

様
、
小
俵
群

司
令
は
じ
め

関
係
ご
一
同

様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ン
の
ナ
イ
ン
テ
ィ
ー
ン

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
皆

さ
ん
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ

ぷ
り
の
特
製
バ
ー
ガ
ー

（
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
も

食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
沢

山
！
）
を
美
味
し
そ

う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま

し
た
。

ゴ
ル
フ
大
会
終
了

後
は
、
フ
ー
ド
コ
ー

ト
（
タ
コ
ベ
ル
で
は
、

こ
だ
わ
り
の
タ
コ
ス
や
ブ
リ
ト
ー
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
し

た
！
）
に
も
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

来
年
度
も
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
予
定
な
の
で
、
会
員
の

皆
様
は
奮
って
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

な
お
、
ゴ
ル
フ
大
会

の
ご
案
内
は
、
当
協

力
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、「
大
和
市
自
衛

隊
」
で
検
索

（3） 平成31年3月31日発行第　57　号

ゴ
ル
フ
大
会

〈意見交換会：海の湯宿「花しぶき」にて〉 〈館山資料館にて〉

〈鴨川シーワールドにて〉 〈昼食会：千倉 南総庵にて〉

〈ナイティーンホールでの昼食会〉

〈フードコートにて〉



新
規
入
会
会
員
の
紹
介・岩﨑　靖幸（大和市上和田）

・西山　雄大（綾瀬市大上）

【個　人】

☆掲載をご希望された法人（個人）会員様を掲載させて
いただいています。（順不同）

自衛隊員様に日頃の労をねぎらう場を

提供できるよう、 当協力会会員の

飲食店をご案内しております！

スマートフォンでもご利用頂けます！

大和市自衛隊協力会

公式ホームページ

大和市自衛隊協力会

公式ホームページ

大和市　自衛隊 検 索

http://yamatoshi-jieitai-kyouryokukai.com/

☆株式会社　東邦通信システムズ
・大和市中央林間１− 10 − 7
・046 − 276 − 5828　・046 − 276 − 5964 （FAX）
 < 事業内容＞
・ オフィスソリューションの提案　 「働き方を変える」
　 「事業インフラ築き、発展させる」
・  ネットワークの脅威監視システム　 「情報漏洩、不正侵

入の監理」
・ホームページの制作、維持管理
・ホスティング サービス「Web ユニサル、メールサーバー」
・ WEB 風評被害対策
・  情報セキュリティ相談センター 「大和市、相模原市、町

田市」

【法　人】

11
月
18
日
（
日
）、
厚
木
基
地
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
、
依
頼
会
員
（
自
衛
官
の

家
族
）
の
濱
田
家
・
野
崎
家
合
同
で
の
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

開
催
場
所
は
、
昨
年
同
様
に
当
協
力
会
の
関
水
理
事

が
所
有
さ
れ
て
い
る
芋
畑
で
し
た
。

し
上
げ
ま
す
。

当
協
力
会
は
、
厚
木

マ
ー
カ
ス
を
支
援
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
の

一
つ
の
事
業
と
し
て
、

吉
川 

章 

理
事
の
調

整
の
も
と
大
和
市
サ
ッ

カ
ー
協
会 

古
谷
田 

力
氏

の
ご
協
力
を
得
て
「
大

和
市
青
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
交
流
会
」
を
企
画

し
て
お
り
ま
す
。

当
協
力
会

か
ら
の
参
加

者
は
、
提
供

会
員
の
関
水

理
事
吉
田
理

事
両
ご
夫
妻
、

土
屋
顧
問
と
娘

さ
ん
、
お
孫
さ

ん
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

皆
さ
ん
、
関

水
理
事
が
手
塩
に
か
け
大
き
く
育
っ
た
芋
掘
り
に
大
喜

び
!!色

鮮
や
か
で
と
っ
て
も
美
味
し
そ
う
な
薩
摩
芋
を
沢

山
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

芋
掘
り
終
了
後
に
は
、

ご
夫
人
方
の
手
作
り
の
豚

汁
や
赤
飯
を
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
お
土

産
に
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
、
採
れ
た

て
の
新
鮮
な
野
菜
も
沢
山

頂
き
、
皆
さ
ん
大
喜
び
で
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
!!

※
約
２
年
間
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
依
頼
会
員
を
提

供
会
員
の
自
宅
で
預
か
る
事
業
は
、
今
年
１
月
末
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
提
供
会
員
の
皆
様
、
こ
れ
ま

で
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、
厚

木
基
地
内
の
施
設
に
お
い
て
、
厚
木
基
地
家
族
会
（
隊

員
家
族
で
構
成
）
の
支
援
者
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
る
支
援
会
員
（
こ
れ
ま
で
の

提
供
会
員
に
相
当
）
が
交
代
で
一
時
預
か
り
の
支
援
を

行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
当
協
力

会
と
し
て
は
、
今

後
も
支
援
会
員
を

派
遣
し
、
隊
員
の

家
族
支
援
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
引

き
続
き
皆
様
方
の

ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

神奈川
地方協力本部

フォローお願いします !
＼(^0^)／

＠kanagawa_pco

×

イベント情報発信中！

12
月
15
日
（
土
）、
厚
木
基
地
内
米
軍
施
設
の
メ
イ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
厚
木
マ
ー
カ
ス 

金
成
部

長
、
鈴
木
副
部
長
、
山
崎
監
督
以
下
部
員
30
名
と
大
和

市
立
大
和
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
部
員
13
名
に
よ

る
サ
ッ
カ
ー
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

極
寒
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
厚
木
マ
ー
カ
ス
の
部

員
達
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
対
し
て
熱
心
に

サ
ッ
カ
ー
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

の
広
い
グ
ラ
ン
ド
に
大

喜
び
!!

伸
び
伸
び
と
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

休
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
厚
木
マ
ー
カ

ス
の
皆
様
並
び
に
大
和

市
サ
ッ
カ
ー
協
会 

古
谷

田
様
に
厚
く
御
礼
を
申

（4）平成31年3月31日発行 第　57　号

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

芋
掘
り
会

〈関水理事宅の庭にて豚汁と赤飯を頂きました！〉

〈沢山の野菜のお土産を頂きました！〉

〈関水理事所有の芋畑にて〉

大
和
市
青
少
年
サ
ッ
カ
ー
　

チ
ー
ム
と
の
交
流
会


